
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

北見睦会 
代表者 

理事長 

山下 孔子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

法人自体には、北見市内で数多くの高齢者福祉事業を行っている。小規模多機能事業

所むつみはグループホームが併設されていて利用者様、スタッフの交流が行われてい

る。法人の共通理念「ゆっくり 少しずつ、自分らしく ありのまま」をかかげ、利

用者様を尊重し思いや願いをかなえることができる介護に取り組んでいる。 

 

事業所名 
小規模多機能事業所 

むつみ 
管理者 

 

上野 泰美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

２人 ０人 ２人 ２人 ２人 １人 ０人 ２人 ０人 １２人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

  ・７．8 割が出来ていると評価しているし多

少のばらつきはあるが良いのでは？経験や

技術があるスタッフが意見やアドバイスを

するともっと良くなるのでは？ 

・もっと自信をもっても良いと思う。 

・少しレベルが高いというかハードルの高

い設問も多い。 

スタッフ自身も現在行っている介護に自信

を持ち、経験不足、技術不足等で不安に感じ

ているスタッフともカンファレンス等です

り合わせをしていく。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

  ・入りやすい雰囲気で不快なにお

いや音などはない 

・夜の施錠は防犯上仕方がない。 

なし 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

  ・皆さん明るく挨拶をしてくれて入っ

たらうまくいっていることが印象付け

られる。 

・むつみ端野にそういう事業所がある

ことは知られている。 

・町内との関わりはとても密ですよね。 

なし 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

  ・できるだけ外に連れ出してくれて感謝し

ています。 

・地域ケア会議等はあったときに出席して

もらえたら・・ 

・ご本人様のお住まいの町内会でのイベン

ト行事等は、意向があればそこの支援が出

来たらよいのでは？ 

ご本人様の暮らしをより深く、 

理解し他町内会でもご本人様の

ニーズがあれば実現できるよう

にしていきたい。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

  ・運営推進会議での意見は、その後の事業に

反映している。 

・運営推進会議上で心配な方などの事例が

出た場合は地域と一緒に取り組みができる

体制であると思う。 

地域の中でお困りな方がいれば

運営推進会議等、皆で支えていく

ことができるよう事業所として

もできることを考えていきたい。 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

  ・事業所の防災計画は分からない。 

・事業所の防災訓練には町内会はの方々は

積極的に参加して下さる。 

・地域の防災訓練はあるがそこにまで参加

となると大変でしょう。 

・備蓄等は自動販売機を含め冷凍食品があ

り、暖を取るためのものも用意が出来てい

る。 

・事業所の防災計画を運営推進会

議でしめしていく。 



 


